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常任理事
上野　幸子

　

通
常
総
会
を
6
月
8
日（
火
）に
、尾
道
国
際
ホ
テ
ル
に
お
い
て

69
名
の
会
員
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
髙
橋
会
長
か
ら
、「
現
在
ウ
ッ
ド
シ
ョッ
ク
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。ア
メ
リ
カ
の
消
費
拡
大
に
伴
い
木
材
の
値
段
が
高
騰

し
て
い
ま
す
。材
木
を
扱
う
業
種
の
皆
さ
ん
は
大
変
だ
と
思
い

ま
す
。か
つ
て
日
本
で
材
木
の
値
段
が
上
が
っ
た
の
は
、北
米

で
の
環
境
保
護
政
策
に
よ
る
輸
出
規
制
と
東
南
ア
ジ
ア
で
の

違
法
伐
採
が
国
際
的
に
批
判
を
受
け
た
時
の
2
回
と
記
憶

し
て
い
ま
す
。今
回
は
北
米
で
の
需
要
が
増
え
て
日
本
に
入
ら

な
い
と
い
う
事
態
が
起
き
て
い
ま
す
。同
じ
こ
と
が
鉄
に
も

あ
り
、中
国
が
好
景
気
と
い
う
こ
と
で
鉄
鉱
石・石
炭
が
値
上

が
り
し
て
い
ま
す
。材
木
も
鉄
も
値
上
が
り
と
な
る
と
、何
か

を
し
よ
う
に
も
気
持
ち
が
揺
ら
い
で
し
ま
い
ま
す
。現
在
は

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
も
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、多
難
を
極
め

て
い
ま
す
が
、こ
れ
ら
に
負
け
ず
会
員
の
皆
様
と
会
員
企
業
の

ご
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。続
い
て

議
事
に
移
り
、令
和
2
年
度
の
決
算
報
告
、定
款
変
更
承
認

の
件
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、新
理
事
4
名
を
含
む
理
事

44
名
と
監
事
2
名
の
役
員
選
任
案
が
承
認
さ
れ
、令
和
2
年

度
事
業
報
告
、令
和
3
年
度
事
業
計
画・収
支
予
算
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
各
種
表
彰
に
移
り
、法
人
会
活
動
に
対
し
て

顕
著
な
功
績
を
あ
げ
ら
れ
た
会
員
に
対
し
て
髙
橋
会
長
よ
り

表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。今
年
は
、役
員
改

選
の
年
で
も
あ
り
、永
き
に
わ
た
り
当
会
の
運
営
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
、こ
の
度
退
任
さ
れ
る
高
山
氏
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
渡
辺
尾
道
税
務
署
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。「
円
滑
な
税
務
行
政
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は

皆
様
方
と
の
信
頼
関
係
、協
調
関
係
の
維
持
が
不
可
欠
で
あ

り
、3
密
は
避
け
心
は
密
に
。と
い
う
思
い
を
持
っ
て
各
種
の
会

合
に
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。講
話
や
広
報
誌
へ
の
寄
稿

で
私
の
生
い
立
ち
等
も
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、出
来
る
限
り

親
近
感
を
持
っ
て
頂
け
る
よ
う
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
良
き
税
の
理
解
者
と
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
」

　

閉
会
後
、新
た
に
選
任
さ
れ
た
理
事
に
よ
り
第
２
回
理
事

会
が
開
催
さ
れ
、髙
橋
会
長
を
は
じ
め
各
副
会
長・常
任
理
事

の
互
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
10
回 

通
常
総
会

公
益
社
団
法
人 

尾
道
法
人
会

表彰表彰令和2年度

法人会の運営と発展に多大な貢献をされた方々に、
表彰状が贈られました。（敬称略）
法人会の運営と発展に多大な貢献をされた方々に、
表彰状が贈られました。（敬称略）

（有）創 和村上溶材（株）

理　事
村上　 威

貸借対照表
令和3年3月31日現在 （単位：円）

全
法
連
功
労
者
表
彰

全
法
連
功
労
者
表
彰



赤坂　雅士
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重
井
地
区

三
谷
海
運
㈱

三
谷　

秀
明

研
修
委
員
会
委
員

荒
谷
オ
ー
ト
㈱

荒
谷　

勝
之

青
年
部
会
副
会
長

世
羅
町
商
工
会

森     

祐
志

前
商
工
会
事
務
局
長

理　　事

宇根本  茂 （有）大丸日本料理場

黒瀬　真利 （株）黒瀬建設

☆…新任

☆

☆

☆

☆

今岡　寛信 今岡製菓（株）

監　　事 池田　達美 （株）鉄道広告

〃 土山八重子 （農）あかとんぼ

〃 中川　  淳 中川電業（株）

〃 長澤　宏昭 瀬戸田燃料（株）

〃 宮地　宏明 宮地ナショナル（株）

〃 村上 　 威 村上溶材（株）

〃

〃

山田　力正 山田硝子（株）〃

今岡　久子 今岡製菓（株）

〃

円福寺雅之 （株）円福寺

〃

半田　洋行 （有）オーエ食品

〃

寺本　吉孝 （株）寺本鐵工所

〃

上野　幸子 （有）創和

〃

前田　佳宏 東亜工業（株）

〃

奥本　浩之 （株）オクモト

〃

砂田　佳月 （有）砂田食品

〃

高橋　武也 （有）タカハシ自動車サービス

〃

藤原　唯恭 藤原茶舗（有）

〃

溝口　義揮 宇治園製茶（株）

〃

矢崎　宏明 矢崎建設（株）

高垣　洋美 高垣デンキ産業（株）

手塚　雄三 広島県教科用図書販売（株）〃

光元　信能 （農）世羅幸水農園〃

〃

役職名 氏　　名 法人名 役職名 氏　　名 法人名

役 員 紹 介

副 会 長 鍜治川孝雄 （有）朝日屋

常任理事 三宅　　宏 （株）フレッシュ

〃 玉浦　洋明 （株）玉浦商栄社

〃 橋本　祐司 内海エンジニアリング（株）

〃 金山　幸平 （株）松愛堂

〃 亀田　茂登 カメダライン（株）

〃 安保　雅文 （株）安保商店

〃 松下　雅人 （株）リビンズ藤井

〃 杢谷　正樹 （株）純正食品マルシマ

〃 𠮷田　大造 製鐵原料（株）

〃 村上　泰史 （有）ファインテック

〃 （株）赤坂ボーリング

〃 兼田　敏郎 （有）ラ・ココット

〃 中田　喜直 （有）ナカタ

〃 坂上　栄樹 （有）坂上建設

鍜治川立章 （有）朝日屋

阿形　淳一 日工（株）

青木  　透 青木プロパン（株）

〃

〃

（青年部会）

塚本美砂子 大雄産業（株）（女性部会）

〃

〃

山本  　修 （株）山石〃

理　　事

会　　長 髙橋　宏明 山陽工業（株）

特別顧問 手塚　弘三 （株）啓文社

地

区

名

㈱
リ
ビ
ン
ズ
藤
井

松
下　

雅
人

常

任

理

事

㈱
純
正
食
品
マ
ル
シ
マ

杢
谷　

正
樹

矢
崎　

宏
明

常

任

理

事

矢
崎
建
設
㈱

理　
　
　
　
　
　

事

広
島
県
連
会
長
表
彰

広
島
県
連
会
長
表
彰

尾
道
法
人
会
会
長
表
彰

尾
道
法
人
会
会
長
表
彰

㈱
タ
カ
ヤ
マ

高
山　

裕
行

常

任

理

事

尾
道
法
人
会
会
長
感
謝
状

尾
道
法
人
会
会
長
感
謝
状

90
%
維
持
賞

90
%
維
持
賞



尾
道
税
務
署 

新
署
長
着
任
あ
い
さ
つ

署 長 福永 浩樹氏
ふく なが ひろ き

尾道税務署

尾
道
税
務
署 

新
署
長
着
任
あ
い
さ
つ
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本
年
７
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、尾
道
税

務
署
長
を
拝
命
し
ま
し
た
福
永
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

歴
代
の
署
長
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

着
任
に
あ
た
り
ま
し
て
、公
益
社
団
法
人

尾
道
法
人
会
の
皆
様
に一
言
御
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
は
尾
道
税
務
署
で
の
勤
務
は
初
め
て

で
す
が
、妻
が
尾
道
税
務
署
に
勤
務
し
て
い
た

関
係
で
、平
成
９
年
７
月
か
ら
平
成
12
年
７
月

ま
で
の
３
年
間
、ち
ょ
う
ど「
瀬
戸
内
し
ま
な

み
海
道
」が
開
通
し
た
頃
に
、尾
道
市
新
高
山

の
宿
舎
で
生
活
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
と
、息
子
が
山
波

小
学
校
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い

ま
し
た
の
で
、チ
ー
ム
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に

仲
良
く
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、末
娘

も
こ
の
尾
道
の
地
で
誕
生
し
ま
し
た
の
で
、

私
た
ち
家
族
に
と
って
大
変
思
い
出
深
い「
第

二
の
故
郷
」だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の「
第
二
の
故
郷
」で
も
あ
り
、「
山
陽
道
」

と「
し
ま
な
み
海
道
」「
や
ま
な
み
街
道
」の

交
わ
る
拠
点
で
風
光
明
媚
な
歴
史
の
あ
る
街

『
尾
道
』で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、貴
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、平
素
か

ら
法
人
会
活
動
を
通
じ
、税
務
行
政
の
円
滑

な
運
営
に
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
っ

て
い
る
こ
と
を
、こ
の
紙
上
を
お
借
り
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、税
の
オ

ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、税
知
識
の
啓
発
、

経
営
者
支
援
、社
会
貢
献
活
動
な
ど
、地
域
に

密
着
し
た
様
々
な
事
業
活
動
を
積
極
的
に

展
開
さ
れ
、青
年
部
会
及
び
女
性
部
会
の
活

動
も
目
覚
ま
し
く
、広
島
県
の
単
位
会
の
中

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
活
動
状
況
で
あ
る
と

お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
発
な
法
人
会
活
動
を
築
き

あ
げ
ら
れ
ま
し
た
の
も
、髙
橋
会
長
を
は
じ
め

歴
代
の
役
員
の
方
々
の
優
れ
た
指
導
力
の
下
、

会
員
の
皆
様
方
が一丸
と
な
って
御
尽
力
さ
れ

た
賜
物
で
あ
る
と
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

近
年
の
社
会
情
勢
で
あ
り
ま
す
が
、新
型

コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、国
民
の
社
会

経
済
に
重
大
な
影
響
が
及
ん
で
お
り
ま
す
。

　

自
然
災
害
に
関
し
ま
し
て
も
、こ
こ
数
年
、

全
国
各
地
で
度
重
な
る
豪
雨
災
害
が
発
生

し
、浸
水
や
土
石
流
に
よ
る
被
害
を
受
け
ら

れ
た
方
々
は
、生
活
再
建
、地
域
復
興
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
税
当
局
と
い
た
し
ま
し
て
も
、こ
の
様
な

大
変
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
納
税
者
の
皆
様

に
対
し
て
、必
要
な
情
報
の
周
知・広
報
を
行

い
、実
情
に
応
じ
た
親
切
か
つ
丁
寧
な
対
応
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
、国
税
庁
の
使
命
は「
納

税
者
の
自
発
的
な
納
税
義
務
の
履
行
を
適
正

か
つ
円
滑
に
実
現
す
る
」こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
基
盤
と
な
り
ま
す
の
は
、納
税
者
の
皆
様

と
国
税
組
織
の
信
頼
関
係
で
あ
り
、そ
の
信
頼

関
係
の
も
と
で
納
税
者
の
皆
様
が
自
発
的
に

適
正
な
申
告
と
納
税
を
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、更
な
る
納
税
者
環
境
の
整
備
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

社
会
経
済
の
変
化
や
急
速
な
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
進
展
を
踏
ま
え
、ｅ
ー
Ｔａｘ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
利
便
性
の
高
い
申
告・納
税
手
段
の

普
及・定
着
な
ど
、納
税
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
る
と
と
も
に
、こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
情
報
提
供
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
令
和
５
年
10
月

か
ら
導
入
さ
れ
、そ
れ
に
先
立
ち
適
格
請
求

書
発
行
事
業
者
の
登
録
申
請
の
受
付
が
本
年

10
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。円
滑
な
実
施
に

向
け
た
対
応
も
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

他
方
で
、適
正
な
申
告
と
納
税
を
行
っ
た

納
税
者
が
不
公
平
感
を
抱
く
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、悪
質
な
納
税
者
に
対
し
て
は
、組
織
的

に
厳
正
な
姿
勢
で
対
応
す
る
な
ど
、適
正
公

平
な
課
税
と
徴
収
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で

臨
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

納
税
者
と
国
税
組
織
の
信
頼
関
係
を
築
き
、

私
ど
も
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
を
果
た
し
て
い

く
た
め
に
は
、税
務
行
政
の
良
き
理
解
者
で

あ
る
貴
会
会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
な
く
し

て
は
成
し
え
ま
せ
ん
の
で
、引
き
続
き
、御
支

援
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、貴
法
人
会
の
益

々
の
御
発
展
と
、会
員
各
社
の
御
繁
栄
並
び
に

会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、着
任
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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コ
ロ
ナ
禍
で
の
租
税
教
室

【令和3年度 租税教室開催一覧表】

【今後の開催予定】

尾道市立因島南小学校 R3.4.23 59 星野  光男

尾道市立瀬戸田小学校 R3.5.6 54 星野  光男

尾道市立山波小学校 R3.5.7 26 池田  憲泰

尾道市立御調中央小学校 R3.5.7 41 土山八重子

尾道市立向島中央小学校 R3.5.11 60 岸上幸由・池田憲泰

世羅町立世羅小学校 R3.7.12 60 佐々木智朗

世羅町立せらにし小学校 R3.7.15 17 井上  陽光

尾道市立土堂小学校 R3.5.17 46 池田  憲泰

尾道市立御調西小学校 R3.5.17 13 土山八重子

尾道市立吉和小学校 R3.6.3 47 山本  浩矢

尾道市立日比崎小学校 R3.6.18 83 槇原　  勝

尾道市立西藤小学校 R3.6.18 30 高橋  武也

世羅町立甲山小学校 R3.6.21 27 佐々木智朗

尾道市立美木原小学校 R3.6.28 19 佐藤  敏章

尾道市立高見小学校 R3.6.30 9 高橋  武也

尾道市立因北小学校 R3.7.2 64 星野光男・柏原秀幸

尾道市立重井小学校 R3.7.2 16 星野  光男

尾道市立長江小学校 R3.7.16 26 岸上  幸由

尾道市立栗原小学校 R3.7.19 90 宇根本  茂

尾道市立三成小学校 R3.7.19 41 槇原　  勝

尾道市立向東小学校 R3.10.22 60 柿本  和彦

世羅町立せらひがし小学校 R4.1.27 21

学 校 名 開催日 児童数 担当部員

　
昨
年
に
引
き
続
き
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を

見
な
が
ら
各
学
校
の
対
応
を
聞
き
な
が
ら
の「
租
税
教
室
」と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
小
学
6
年
生
が
使
う
教
科
書
で
の
国
の
仕
組
み

（
税
に
つ
い
て
）を
1
学
期
に
学
習
す
る
こ
と
と
な
り
、多
く
の

学
校
か
ら
新
学
期
早
々
に
租
税
教
室
の
開
催
希
望
が
届
き

ま
し
た
。昨
年
は
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
に
よ
り
2
か
月
間

休
校
と
な
り
、結
果
と
し
て
開
催
で
き
な
か
っ
た
学
校
が
出
て

し
ま
い
ま
し
た
。本
年
度
は
数
校
で
関
係
者
に
濃
厚
接
触
者

が
出
た
た
め
延
期
を
行
っ
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
が
、概
ね

希
望
通
り
の
開
催
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
と
比
較
し
て
も
1
学
期
の
う
ち
に
実
施
で
き
た
学
校

が
8
校
か
ら
20
校
へ
倍
増
し
ま
し
た
。厳
し
い
日
程
と
な
り
、

講
師
を
務
め
る
青
年
部
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、時
間
の
や
り

く
り
で
例
年
以
上
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
9
月
に
な
り
緊
急
事
態
宣
言
下
で
延
期
と
な
っ
て
い
る
学

校
も
あ
り
ま
す
が
、連
絡
を
密
に
取
り
な
が
ら
学
校
側
も
我

々
も
安
心
し
て
開
催
で
き
る「
租
税
教
室
」を
進
め
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

　
授
業
の
最
後
に
児
童
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、税
を
通
じ
て

「
助
け
合
え
る
社
会
の一
員
に
な
っ
て
下
さ
い
」と
い
う
言
葉
を

伝
え
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
困
難
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
私

た
ち
自
身
も
こ
の
言
葉
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
気
が
し
ま
す
。
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税の
コーナ

ー
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10

ー新型コロナウイルス感染拡大防止に向けてー

尾道法人会の皆さんへ

広島県東部保険所長よりメッセージをいただきました。

尾道市をはじめ広島県内でも猛威を振るっていた新型コロナウイルス感染症も9月に入り、やや下火
になりつつありますが、この場を借りて尾道法人会の皆さんへ幾つかお願いをさせていただきます。

1.尾道市は、既に新型コロナのまん延状態にあります。
　　この夏、尾道市でも毎日10人程度の新型コロナ感染者が新たに報告されています。8月の感染者数
　は258人に達し、8月の一か月間だけで市民500人に1人が感染しています。7月以降では感染者の
　総数は400人を超え、その内の１%弱、3名の方が亡くなられています。新型コロナを風邪だと言う方
　も少なくありませんが、風邪は万病の元という喩えどおり、風邪で亡くなられる方も少なくありません。
　特にワクチンを接種していない人や生まれて初めて感染する人にとって、新型コロナは依然として
　命に関わる危険な病気であることに変わりはありません。
　　広島県では飲食店等に営業時間の短縮等を求めていますが、飲食店とは無関係の感染者も多数報
　告されており、効果は限られたものとなっています。また、県外との往来とは無関係に感染する人が
　多数を占めており、広島県内・尾道市内に留まっている人の感染も多数報告されています。
　　経営者の皆さんには、こうした状況下で事業を営む限り、いつか必ず社員や家族あるいは経営者
　自身が感染するという認識の下で、予め感染した時の対応を念頭において、日々の法人経営に当たっ
　て頂くようにお願いします。

3.感染した社員を責めないでください。
　　保健所では、感染した方々から、どのような状況で感染したかを聴き取る疫学調査を実施しています。
　その際、会社から解雇等の処分を受けるのではないかと恐れて、事実を話してくれない方が少なく
　ありません。殆どのケースでは、どんなに隠していても感染が拡大すれば、自ずと事実は明らかに
　なってしまいますし、たとえ、嘘を付いても、保健所の調査で最終的には事実関係が判明してしまい
　ますが、調査終了までに時間を要し、その間に新たな感染者が増えるということも少なくありません。
　　経営者の皆さんには、たとえ社員が感染しても決して責めることはせず、事実をありのままに話して
　保健所の調査に協力するように、社員へのご指導をよろしくお願いします。

広島県東部保健所長　福田光

2.最近の新型コロナウイルスは以前よりも簡単に感染します。
　　新型コロナウイルスは日々、進化し、この春までは有効であった感染防止対策も今では不十分な
　ものとなっています。職場における感染も、これまではオフィスなどの屋内事務所でのデスクワーク
　における社員間の感染が中心でしたが、最近は塗装や溶接などの屋外作業場における現場作業員間
　の感染も報告されています。
　　また、住宅や自動車等の高額な契約手続きや税務・法務等の複雑な相談などで対面での応対時間
　が長くなる業務や銀行・証券・保険などの保秘を要する業務に関連すると思われる感染も生じています。
　さらに社用車による移動・出張に際して、同乗していた社員らが感染するという事例や社員寮における
　集団感染も報告されています。
　　マスクの着用や手洗い・手指消毒の実施という基本的な対策を徹底することは引き続き重要ですが、
　経営者の皆さんには、それでも新型コロナへの感染は防ぎきれないという覚悟を持って日々の法人
　経営に当たって頂くようにお願いします。
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社長に聞く

「ご 縁」

Vol.148

社 長   鍜治川 立章さん
有限会社  朝日屋

　

今
回
は
葬
祭
業
を
営
み
四
代
目
と
な
る

朝
日
屋
の
鍜
治
川
立
章
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

鍜
治
川
さ
ん
と
言
え
ば
、何
と
い
っ
て
も

「
べっ
ち
ゃ
ー
」で
す
。祖
父
、ご
尊
父
と
続

け
て
一
宮
神
社
総
代
長
を
務
め
ら
れ
、尾
道

を
代
表
す
る
祭
り
、尾
道
水
道
の
秋
の
風
物

詩
と
も
言
え
る
べっ
ち
ゃ
ー
祭
を
引
っ
張
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。お
名
前
の
通
り
以
前
は

代
々
、鍛
冶
職
人
の
家
系
だ
そ
う
で
、古
い

記
録
に
よ
れ
ば
瑠
璃
山
に
あ
る「
鎖
山
」の

鎖
場
を
作
っ
た
職
人
の
中
に
も
名
前
が
残
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。近
所
に
あ
っ
た
葬
儀
屋

さ
ん
の
小
物
類
も
頼
ま
れ
て
作
って
い
た
の
が

ご
縁
で
、会
社
ご
と
引
き
継
い
で
も
ら
い
た
い

と
相
談
を
受
け
、社
員
、屋
号
の「
朝
日
屋
」

も
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
り
、昭
和

28
年
に
改
め
て
創
業
し
た
そ
う
で
す
。立
章

社
長
は
去
年
7
月
に
社
長
に
就
任
さ
れ
て

い
ま
す
。福
山
の
英
数
学
館
中・高
校
経
て
、

東
京
の
帝
京
大
学
に
進
学
、サ
ー
ク
ル
の
先
輩

に
誘
わ
れ
て
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
印
刷

会
社
に
縁
あ
っ
て
卒
業
後
に
そ
の
ま
ま
就
職

す
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　 

親
か
ら
引
き
継
ぐ「
世
間
と
の
ご
縁
」

　

27
歳
で
帰
省
し
会
社
を
継
ぐ
た
め
の
修

行
が
始
ま
り
ま
し
た
。仕
事
以
上
に
大
切

な
の
が
尾
道
の
皆
さ
ん
と
の
毎
日
の
交
流
を

通
じ
て
の
人
脈
作
り
で
す
、そ
こ
は
ご
尊
父

が
べっ
ち
ゃ
ー
に
限
ら
ず
業
界
内
は
も
と
よ

り
、商
工
会
議
所
、法
人
会
、青
年
会
議
所

等
々
で
長
年
築
い
て
こ
ら
れ
た
人
間
関
係
に

大
い
に
助
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。「
ご
縁
」が

い
か
に
大
切
か
、自
分
の
人
生
や
仕
事
を

助
け
、支
え
て
く
れ
る
か
を
日
々
感
じ
て
い
る

そ
う
で
す
。ご
自
身
も
青
年
会
議
所
で
理
事

長
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
役
職
も
務
め
て

こ
ら
れ
、現
在
も
尾
道
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ・

広
島
経
済
同
友
会
尾
道
支
部
に
所
属
し
、

さ
ら
に
尾
道
法
人
会
青
年
部
会
長
の
要
職

に
あ
っ
て
尾
道
の
若
手
企
業
家
の
先
頭
に
立

っ
て
皆
さ
ん
の
お
世
話
に
汗
を
な
が
し
て
お

ら
れ
ま
す
。市
内
だ
け
で
な
く
県
内
各
地
の

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
多
く
の
人
か
ら
、ご
尊
父

の
お
名
前
を
耳
に
し
、親
の
歩
ん
だ
足
跡
と

築
い
て
く
れ
た
信
用
を
感
じ
て
い
る
毎
日
だ

そ
う
で
す
。公
私
に
わ
た
っ
て
親
の
有
難
み
、

偉
大
さ
を
肌
身
で
感
じ
て
お
ら
れ
る
よ
う

で
す
。

　

葬
儀
の
仕
事
は
遺
族
に
と
っ
て
は
ま
さ
に

故
人
の
人
生
の
最
後
を
委
ね
る
わ
け
で
す

か
ら
、普
段
か
ら
地
元
社
会
に
お
い
て
信
頼

さ
れ
る
会
社
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。家
族

と
共
に
そ
の
人
の
人
生
の
最
後
を
丁
寧
に
お
送

り
す
る
お
も
て
な
し
の
心
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

核
家
族
化
に
始
ま
り
、高
齢
化
、独
居
老
人

の
増
加
な
ど
の
日
本
の
社
会
構
造
の
変
化
、

さ
ら
に
は
価
値
観
や
長
寿
社
会
に
よ
る
人

生
観・死
生
観
に
い
た
る
ま
で
の
大
き
な
変
化

を
迎
え
て
、故
人
を
送
り
出
す
こ
と
に
対
す

る
思
い
も
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。変
化
し
て
い
く
も
の
と
永
遠
に
変
わ

ら
な
い
も
の
と
の
中
で
、常
に
時
流
に
沿
っ
た
、

そ
の
時
代
に
必
要
と
さ
れ
る
企
業
と
し
て

存
続
し
続
け
る
努
力
と
研
鑽
に
努
め
て

お
ら
れ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
って
世
界
中
の
人
々
が
改
め

て
命
の
大
切
さ
に
向
き
合
う
こ
と
に
な
っ
た

今
、職
業
柄
さ
ら
に
真
剣
で
真
摯
な
姿
勢

で
世
間
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

         

「
べっ
ち
ゃ
ー
」と
の
ご
縁

　

吉
備
津
彦
神
社（
一宮
神
社
）の
大
祭
と
し

て
行
わ
れ
る
べっ
ち
ゃ
ー
祭
は
、1
8
0
7
年

尾
道
市
内
で
流
行
っ
た
疫
病
の
平
癒
を
願
っ

て
、ベ
タ・ソ
バ・シ
ョ
ー
キ
ー
の
三
鬼
神
を
先
頭

に
神
輿
が
町
中
を
練
り
歩
い
た
こ
と
が
始
ま

り
と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。古
く
か
ら

伝
わ
る
お
囃
子・神
輿
太
鼓
の
リ
ズ
ム
を
も

と
に
、現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
昭
和
62
年
に
組

太
鼓
と
し
て
創
作・編
曲
さ
れ
た
の
が
べっ
ち

ゃ
ー
太
鼓
で
す
。全
国
的
な
和
太
鼓
ブ
ー
ム

も
あ
り
、い
ま
で
は
祭
り
に
欠
か
せ
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。一
時
期
、尾
道
に
限
ら
ず

全
国
的
に
ど
の
お
祭
り
も
盛
り
上
が
ら
な
い

時
期
が
あ
り
、べっ
ち
ゃ
ー
祭
も
大
変
に
苦
労

さ
れ
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。若
者
の
志
向

や
時
代
の
変
化
等
々
が
大
き
く
影
響
し
て
い

た
よ
う
で
す
。し
か
し
、太
鼓
の
打
ち
手
に

も
若
者
が
た
く
さ
ん
加
わ
る
よ
う
に
な
り
、

祭
り
を
盛
大
に
復
活
す
る
こ
と
に
成
功
し

ま
し
た
。こ
れ
も
先
々
代
、先
代
が
日
々
地

域
と
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
さ
れ
、人
知

れ
ず
人
間
関
係
を
築
い
て
こ
ら
れ
、復
活
に

向
け
た
努
力
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
大

き
な
力
に
な
り
、べっ
ち
ゃ
ー
祭
の
現
在
の
盛

況
と
人
気
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
誰
も

が
認
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

仕
事
だ
け
で
な
く
、地
域
と
の
役
割
を
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
は
並
大
抵
な
こ
と
で
は

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、気
負
う
こ
と
な
く

全
力
で
向
き
合
っ
て
い
く
姿
が
印
象
に
残
り

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
𠮷
田
大
造
）
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新
署
長
へ
の
表
敬
訪
問

女
性
部
会
長
就
任
あ
い
さ
つ

上
野
女
性
部
会
長
慰
労
会

　

本
年
度
よ
り
上
野
女
性
部
会
長
の
後
任
と
し
て
、女
性
部

会
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。平
素
よ
り
皆
様
方

に
は
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、無
観
客・

規
模
縮
小
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、感
染
拡
大
は
止
ま
ら
ず
、

先
が
見
え
な
い
不
安
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

当
女
性
部
会
で
も
、例
年
は
楽
市
楽
座
を
開
催
し
て
い
ま
す

が
、昨
年
に
続
き
今
年
も
開
催
し
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

代
わ
り
に
む
か
い
し
ま
文
化
ホ
ー
ル
こ
こ
ろ
に
て「
税
に
関
す
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」表
彰
式
と
記
念
講
演
会
を
開
催
予
定

で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
に
は
制
限
が
あ
り
、会
員
同
士
の
交
流

も
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、会
と

し
て
で
き
る
こ
と
を
考
え
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力
・ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
本　

美
砂
子

　

７
月
２７
日（
火
）、７
月
の
人
事
異
動
で
尾
道
税
務
署
へ
着

任
さ
れ
た
福
永
浩
樹
署
長
を
髙
橋
会
長
、鍜
治
川
、橋
本
、

金
山
副
会
長
、鍜
治
川
青
年
部
会
長
、塚
本
女
性
部
会
長
で

表
敬
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
長
よ
り「
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
で
法
人
会
も
活
動
が
制
限

さ
れ
、今
ま
で
と
は
違
う
や
り
方
を
模
索
し
て
い
る
。税
務
署

と
も
新
た
な
形
の
協
力
関
係
を
築
け
れ
ば
」と
話
が
あ
り
、

署
長
よ
り「
出
来
う
る
限
り
機
会
を
見
つ
け
て
皆
さ
ん
の
お
話

が
聞
け
る
よ
う
に
し
た
い
」と
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
福
永
署
長
が
以
前
、尾
道
に
住
ま
わ
れ
て
お
子
さ
ん
が

山
波
小
学
校
に
通
い
、ご
自
身
も
少
年
野
球
チ
ー
ム
の
お
手
伝

い
を
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、当
時
の
思
い
出
を
話
さ
れ
、

福
永
署
長
の
尾
道
へ
の
強
い
思
い
入
れ
が
感
じ
ら
れ
る
訪
問
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
お
い
て
5
期
10
年
に
渡
り
、女
性

部
会
長
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
上
野
幸
子
さ
ん
か
ら
塚
本

美
砂
子
さ
ん
へ
部
会
長
の
バ
ト
ン
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
来
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
で
懇
親
会
は
お
ろ

か
、例
会
す
ら
開
催
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、上
野
部
会
長
の

下
で
色
々
な
企
画
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
が
そ
の
都
度
、延
期・

中
止
と
な
り
最
後
の
1
年
は
歯
が
ゆ
い
年
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

改
選
後
の
早
い
う
ち
に
慰
労
会
を
開
催
し
よ
う
と
し
ま
し

た
が
、大
人
数
で
集
ま
る
の
は
難
し
い
と
の
判
断
で
、新
旧
部

会
長
、部
会
長
経
験
者
の
木
織
さ
ん
今
岡
さ
ん
、副
部
会
長
の

土
山
さ
ん
、高
垣
さ
ん
の
6
名
で
先
ず
は
こ
じ
ん
ま
り
と
短
時

間
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

思
い
出
話
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、あ
っ
と
い
う
間
の
会
と
な

り
ま
し
た
が
、状
況
が
許
せ
ば
多
く
の
部
会
員
と
親
睦
を
深

め
る
機
会
を
早
く
持
ち
た
い
と
皆
が
強
く
願
っ
た
日
と
な
り

ま
し
た
。



行　　事　　名月 日 曜日 場  　所

10月

11月

12月

22 金
25 月

向東小学校
18 月 広島国税局長講演会 福山ニューキャッスルホテル

しまなみ商工会
租税教室

ANAクラウンプラザホテル広島

16 火
26 金

中法連5県連「組織・厚生合同委員会」

新潟県新潟市女性フォーラム 新潟大会
佐賀県佐賀市全国青年の集い 佐賀大会

29 月 しまなみ交流館文化講演会
13 月 ベイタウン尾道組合会館決算法人説明会／新設法人説明会
14 火 二葉県法連「税に関する絵はがきコンクール」審査会

6 土
10 水

4 木
尾道市民センターむかいしま こころ税に関する絵はがきコンクール表彰式・講演会

向島支部 税務研修会

しまなみ商工会 瀬戸田支所生口支部 税務研修会

尾道ふれあいの里御調支部 税務研修会

※令和3年9月30日時点の予定につき、日程等変更になる場合がございます。

編
集
後
記

13

支　部 法　　人　　名 所　　在　　地
令和3年9月30日現在／会員数1,974社

尾道北

尾道東

尾道中

世羅郡

アフラック生命保険（株）広島総合支社 広島市中区鉄砲町7-18 生命保険業
新聞発行

海上運送事業
宗教法人
宗教法人
測　量

サービス業（理・美容業）
養鯉業

（株）尾道新聞社 尾道市土堂2-10-3
おのみち渡し船（株） 尾道市土堂2-10-3
（宗）曹洞宗 済法寺 尾道市栗原東1-15-6
（宗）曹洞宗 世音寺 尾道市原田町小原1695
浅村測量技術 世羅郡世羅町上津田55
ヘアスポットタカハシ 世羅郡世羅町東神崎357-11
Yume Koi Japan(株) 世羅郡世羅町本郷2225

室内装飾（有）ヨシグチ 世羅郡世羅町大字西上原469

業　種

　

先
日
テ
レ
ビ
で
、私
た
ち
が
流
す
涙
に
は
３
つ
の
種
類
が
あ
り
、そ
の

役
割
や
味
に
つ
い
て
も
違
い
が
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

　
一
つ
目
は
基
本
分
泌
の
涙
、目
の
表
面
を
覆
っ
て
い
る
涙
で
乾
燥
か
ら

目
を
守
っ
た
り
酸
素
や
栄
養
を
届
け
た
り
す
る
役
割
が
あ
る
。

　

二
つ
目
は
反
応
性
の
涙
、目
に
ゴ
ミ
が
入
っ
た
り
玉
ね
ぎ
を
切
っ
た
り

し
た
時
に
流
れ
る
涙
で
刺
激
に
対
す
る
防
御
反
応
と
し
て
出
る
涙
。

　

３
つ
目
は
情
動
の
涙
、怒
り
や
悲
し
み
、喜
び
な
ど
、心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ

る
体
験
を
し
た
時
に
感
情
と
な
っ
て
溢
れ
出
る
涙
。人
間
だ
け
が
こ
の

情
動
の
涙
を
流
す
と
言
わ
れ
て
い
て
、一
般
的
に「
泣
く
」と
い
う
場
合
、

こ
の
種
類
の
涙
を
指
す
。

　

情
動
の
涙
に
は
、そ
の
感
情
に
よ
っ
て
味
に
違
い
が
あ
る
ら
し
い
。怒
っ

て
い
る
時
の
涙
は
粘
り
が
あ
っ
て
塩
辛
く
、悲
し
い
時
、嬉
し
い
時
の
涙
は

サ
ラ
サ
ラ
し
て
い
て
甘
い
。

　

こ
れ
は
、怒
って
い
る
時
、悔
し
い
時
は
交
感
神
経
が
優
位
に
な
り
、ナ
ト

リ
ウ
ム
な
ど
の
塩
素
が
多
く
な
る
た
め
、ま
た
、悲
し
い
時
、嬉
し
い
時
は

副
交
感
神
経
が
優
位
に
な
っ
て
い
る
た
め
カ
リ
ウ
ム
や
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
量

が
少
な
く
な
る
事
が
理
由
だ
そ
う
だ
。

　

ま
た
、情
動
の
涙
に
は
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、泣

く
こ
と
に
よ
り
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
が
排
出
さ
れ
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
り
、

更
に
は
、免
疫
力
を
司
る
リ
ン
パ
球
が
活
性
化
さ
れ
る
た
め
免
疫
力
が

ア
ッ
プ
す
る
効
果
が
あ
る
ら
し
い
。特
に
そ
の
効
果
が
高
い
の
は「
嬉
し

涙
」と「
共
感
の
涙
」。

　

近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、私
た
ち
の
生
活
環
境
は
大
き
く
変
化
し
た
。

密
を
避
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、人
と
の
関
わ
り
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
時
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、人
と
の
出
会
い
に
ご
恩
を
感
じ
る
。

　

法
人
会
の
活
動
を
通
じ
て
お
会
い
す
る
方
々
と
の
出
会
い
に
感
謝
し
、

共
に「
嬉
し
涙
」、「
共
感
の
涙
」を
流
せ
る
よ
う
な
関
係
を
築
き
、「
嬉
し

涙
」、「
共
感
の
涙
」を
流
す
こ
と
に
よ
り
、心
身
と
も
に
健
康
を
保
ち
、

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　

 

（
M・M
）

「
涙
の
種
類
」




